
浸水想定区域図とは？
浸水想定区域図とは、国や県が洪水予報河川や水位周知河川に指定した河川において、計画の対象となる降
雨により河川がはん濫した場合に、浸水が想定される区域と浸水深を示した図です。

（水防法第十四条の規定に基づき区域を指定）

浸水想定区域図は、住民が円滑かつ迅速に避難するために、浸水情報と避難（避難場所、避難時危険箇所等）
に関する情報を提供する「洪水ハザードマップ」（市町村が作成主体）の基礎となる図です。
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×（１）、（２）、（３）の地点で
堤防が決壊すると想定
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